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＜「こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会」の設立と構成 ＞

◆ 会員等：

◆ スケジュール： 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降

法令

広域圏

郡山市

● 国環研と連携協定締結
（2019年2月）

研究会（設立）：
4回開催

庁内ワークショップ
4回程度開催

適応計画（総合戦略）
素案作成

広域連携による
適応策の推進

研究会：4回開催
⇒ 広域圏としての指針を作成

各分野における
適応策の検討と推進

適応計画（総合戦略）
作成

・パブコメ
・印刷製本

計画の推進

反映

セミナー：
2回開催

共有

◆ 目的：「適応」に係るノウハウを蓄積するとともに、広域圏における広域的な連携により、適応策を推進する

● 気候変動適応法 公布／施行
（2018年６月／12月）

＜背景＞こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会３

反映

2020年度成果目標：インパクトチェーンを用いたワークショップによる「こおりやま広域圏気候変動適応策指針」の策定

全国初の事例

◆ 経緯：2018年の「気候変動適応法」公布を受け、国立環境研究所 福島支部（現：福島地域協働研究拠点）に

気候変動への「適応」に係る支援を依頼（「郡山市」及び「こおりやま広域圏」を対象）

⇒  2019年５月24日「こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会」を設立
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＜参考＞2020（令和２）年度 研究会における実施内容4

【スケジュール・内容】

日時 内容

第１回 ７月22日 ＜講義・個別ワーク＞

・気候変動影響とその対策（前年度までの振り返り）

・主要７分野における影響について 等

第２回 10月21日 ＜ワークショップ＞

・適応策の検討に向けた情報整理シートの確認

・分野①におけるインパクトチェーンの確認 等

（水環境・水資源／自然生態系・自然災害／農業・林業・水産業）

第３回 11月25日 ＜ワークショップ＞

・適応策の検討に向けた情報整理シートの確認

・分野②におけるインパクトチェーンの確認 等
（産業・経済活動／健康／国民生活・都市生活）

第４回 3月18日 ＜ワークショップ＞

・前回までの（ワークショップ）結果の確認

・各分野の「広域圏における指針」の検討

適応策の整理・検討結果を取りまとめ、「こおりやま広域圏気候変動適応策指針」を策定

◆ 令和２年度 こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会（スケジュール・内容）

※ 講師・ファシリテーター：国立環境研究所 福島支部（現・福島地域研究協働拠点）地域環境創生研究室
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こおりやま広域圏気候変動適応策指針の概要

３
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分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

水環境
・水資源

水環境
湖沼・ダム湖 ● ▲

河川 ● ▲

水資源

水供給（地表水） ● ▲ ●

水供給（地下水） ▲ ▲ ●

水需要 ▲ ▲

自然生態系

陸域生態系

高山帯・亜高山帯 × ×

自然林・二次林 ▲ ×

里地・里山生態系 × ×

人工林 ▲ ×

野生鳥獣による影響 ● ●

物質収支 ー ー

淡水生態系
湖沼 ● ▲

河川 ー ▲

生物季節 ー ー

分布・個体群の変動 ー ー

自然災害

河川
洪水 ● ●

内水 ● ●

山地 土石流・地すべり等 ー ●

その他 暴風等 ● ●

農業
・林業
・水産業

農業

水稲 ▲ ▲

野菜 ▲ ×

果樹 ● ▲ ●

麦、大豆、飼料作物等 ▲ ▲

畜産 ー ー

病害虫・雑草 ▲ ▲

農業生産基盤 ● ● ●

分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

農業
・林業
・水産業

林業
木材生産（人工林等） ー ー

特用林産物 (きのこ類等) ー ー

その他

農林水産業従事者の健康
リスク

● ▲ ●

鳥獣害 ● ▲ ●

水産業 増養殖等 ● ー ●

産業
・経済活動

製造業 ▲ ▲

エネルギー需要 ▲ ▲

商業 ▲ ▲

金融・保険 ▲ ▲

レジャー ● ▲ ●

建設業 ー ー

医療 ー ー

その他（海外影響） ▲ ×

健康

冬季の温暖化 冬季死亡率 ▲ ▲

暑熱
死亡リスク ● ● ●

熱中症 ● ● ●

水系・食品媒性感染症 ー ー

感染症 節足動物媒介感染症 ● ▲

その他の感染症 ー ー

その他 ー ー

国民生活
・都市生活

都市インフラ・
ライフライン等

水道、交通等 ● ●

文化・歴史など
を感じる暮らし

生物季節、伝統行事
・地場産業等

▲ ▲

その他 暑熱による生活への影響 ● ●

こおりやま広域圏における気候変動の影響評価３

◆ 影響評価のまとめ（研究会ワークショップで取りまとめた「情報整理シート」より）

各分野（水環境／自然生態系／自然災害／農林／産業･経済活動／健康／国民生活）における影響等を整理

（「こおりやま広域圏気候変動適応策指針」P.４-38 抜粋）

【重大性、緊急性】 ●：高い、▲：中程度、×：低い、－：評価不可

※「確信度」の評価も必要であるが、今後専門家のレビューを経る予定。また「優先」は、ワークショップに参加者が優先的に取り組むべきと合議した結果である。
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分野別適応策の方向性・施策例（水環境・水資源）３

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）

分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

水環境
・水資源

水環境
湖沼・ダム湖 ● ▲

河川 ● ▲

水資源

水供給（地表水） ● ▲ ●

水供給（地下水） ▲ ▲ ●

水需要 ▲ ▲

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【普及啓発】普及啓発の推進 等 「水資源の啓発」「河川の清掃活動」「魚類資源の維持と環境保全の推進」等

【調査・研究】研究制度等の拡充 等 「（関係機関と連携した）適応策についての調査・研究」等

【リスク把握】山林におけるハザードマップの整備 「土砂災害ハザードマップの作成」「森林整備」等

【生活様式】食生活変化への対応

【予防・補償】多種多様な作付け、農業被害の補償 等

【避難・復旧計画】避難施設の確保、避難方法の周知 等

【計画・管理】水資源管理の推進、山林の適正管理 等 「河川・湖の環境保全」「水辺環境の保全」「森林環境の保全」等

【ソフト対策】堤防の整備、遊水・調整池の整備 「河川改修の推進」「治山・治水事業の推進」「農業用施設整備」等

【計画・管理】ダム運用の見直し、浚渫 「河川環境の整備・保全」等

【インフラ整備】治水対策の根本的見直し、水源地の増加 等 「浸水被害の軽減」「治山・治水事業の推進」「農業用施設整備」等

【産業振興・創生】林業の後継者対策 「自然や緑の保全」「森林の適切な管理」「森林環境の保全」等

【広域・ﾏﾙﾁｾｸﾀｰ連携】水資源管理の広域的連携体制の構築 等 「阿武隈川サミット事業への協賛」「猪苗代湖子ども交流会の開催」等



分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

自然生態系

陸域生態系

高山帯・亜高山帯 × ×

自然林・二次林 ▲ ×

里地・里山生態系 × ×

人工林 ▲ ×

野生鳥獣による影響 ● ●

物質収支 ー ー

淡水生態系
湖沼 ● ▲

河川 ー ▲

生物季節 ー ー

分布・個体群の変動 ー ー
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分野別適応策の方向性・施策例（自然生態系）３

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【普及啓発】野生動物に関する科学的知識の普及
「（有害）鳥獣被害防止対策」「（特定）外来生物対策」「貴重生物の保全・保護」
「生物多様性の確保」等

【生活様式】狩猟活動の推進

【生活様式】ジビエ・林産物の消費拡大推進

【予防・補償】防柵の整備 「有害鳥獣被害防止対策事業」

【計画・管理】人工林の管理、天然林の管理、再造林の推奨 「森林の適切な管理」「森林資源の保全と活用」「生物多様性に配慮した森林整備」等

【リスク低減】野生動物の移動環境の整備、野生動物対策の促進、
生物多様性の保全 等

「希少野生動植物・外来生物への対策」「（有害）鳥獣被害防止対策」
「生物多様性の保全」「環境保全型農業直接支払事業」等

※ インパクトチェーン開発：未実施

⇒ 他分野のインパクトチェーン及び

広域圏市町村の関連施策 等を参考に

適応策の方向性・施策例を取りまとめ

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）
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分野別適応策の方向性・施策例（自然災害）３

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【リスク把握】災害弱者の把握と計画 「土砂災害ハザードマップの作成」「水害ハザードマップの作成」等

【避難・復旧計画】発災時の適切な避難行動の実施能力、
複合災害に対する避難計画の検討、
企業におけるBCP策定支援、
広域圏16市町村における連携協定 等

【計画・管理】道路の構造基準の見直し

【計画・管理】山林の適正な整備 「森林資源の保全と活用」「水源林再生支援」「生態系の確保」等

【リスク低減】脆弱値に立地する企業の移転補助、
暴露地域への宅地開発の調整 等

【インフラ整備】雨水排水施設の容量超過による強化、
都市化による調整（保水）機能の強化

「浸水被害の軽減」「雨水幹線の適切な管理」等

【産業振興・創生】雪に依存しない観光の開発

分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

自然災害

河川
洪水 ● ●

内水 ● ●

山地 土石流・地すべり等 ー ●

その他 暴風等 ● ●

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）



分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

農業
・林業
・水産業

農業

水稲 ▲ ▲

野菜 ▲ ×

果樹 ● ▲ ●

麦、大豆、飼料作物等 ▲ ▲

畜産 ー ー

病害虫・雑草 ▲ ▲

農業生産基盤 ● ● ●

林業
木材生産（人工林等） ー ー

特用林産物 (きのこ類等) ー ー

その他

農林水産業従事者の健康
リスク

● ▲ ●

鳥獣害 ● ▲ ●

水産業 増養殖等 ● ー ●
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分野別適応策の方向性・施策例（農業・林業・水産業）３

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【調査・研究】品種改良

【リスク把握】浸水エリア把握 「水害ハザードマップの作成」

【情報提供】作付・品種改良・樹種転換に関する情報提供・補助

【予防・補償】耕作放棄地の有効活用、遊休農地整備 等 「農地の適切な管理」「自然や緑の保全」「環境保全型農業支援」

【避難・復旧計画】災害計画を策定 「水害ハザードマップの作成」「土砂災害ハザードマップの作成」

【避難・復旧計画】極端現象に対応する為の人員の設定

【計画・管理】農地の適正管理、水路の適正管理 「中山間地域の景観・自然環境保全の維持」

【リスク低減】栽培品種の多様性を確保する 「米の安定生産と品質向上」

【リスク低減】水源林保全、防災のための適切な森林管理 等 「水源林の保全、山地災害防止」「森林資源の保全と活用」等

【リスク低減】農家の基礎的な生産能力、農村の多面的機能保全 「環境保全型農業の推進」「農村の多面的機能の発揮」等

【ソフト対策】河川敷・水路脇の除草、貯水量調整 等 「河川環境保全」「水田の維持保全」「環境保全型農業支援」等

【インフラ整備】施設整備・改修、農業用施設整備事業の推進 等 「農業用施設整備」「環境保全型農業支援」等

【インフラ整備】インフラの再検討と整備 「治山・治水事業の推進」

【産業振興・創生】農林水産業従事者の支援、後継者育成 「環境保全型農業へ取り組む農業者支援」

【産業振興・創生】若者による営農体験、共助グループの支援

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）



分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

産業
・経済活動

製造業 ▲ ▲

エネルギー需要 ▲ ▲

商業 ▲ ▲

金融・保険 ▲ ▲

レジャー ● ▲ ●

建設業 ー ー

医療 ー ー

その他（海外影響） ▲ ×
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分野別適応策の方向性・施策例（産業・経済活動）３

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【調査・研究】旅行者の意識を調査する

【調査・研究】気候変動に対応した作物を開発

【情報提供】河川ハザードマップの作成、熱中症の情報提供、
気温情報・予報の提供、旅行者への暑さ対策の周知

「家庭の省エネ推進、環境啓発の推進」

【生活様式】クールシェアの推進、日傘の使用の推奨
【ソフト対策】ミストの設置、ひと涼みスポットの整備 等

「緑のカーテンの普及」「緑化の推進」「観光と自然エネルギーの共生」等

【ソフト対策】交通障害対策(除雪)の推進、
スキー場における人工降雪機設置の推進

【インフラ整備】代替施設の整備、施設の長寿命化、
二次交通の整備、河川周辺のインフラ整備、
極端現象を想定した地域づくり、
公共交通の整理と利便性の向上 等

「低炭素型まちづくりの推進」

【産業振興・創生】観光シーズン（祭事）を移動する
台風被害がない場所への観光施設誘致
冬季観光メニューの開発する
経済活動の多角化（複数シーズン）

「自然観光資源としての魅力の向上」

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）



分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

健康

冬季の温暖化 冬季死亡率 ▲ ▲

暑熱
死亡リスク ● ● ●

熱中症 ● ● ●

水系・食品媒性感染症 ー ー

感染症 節足動物媒介感染症 ● ▲

その他の感染症 ー ー

その他 ー ー

12

分野別適応策の方向性・施策例（健康）３

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【普及啓発】感染症予防の啓発活動
熱中症を想定した救急救命講習の実施

【情報提供】（住民に対する）正確な熱中症等の情報の周知

【生活様式】野外活動の時間や頻度を調整する

【生活様式】クールビズ・クールシェア 「クールチョイスの推進」

【リスク低減】蚊の発生環境（水たまり）を抑制

【リスク低減】予防接種の推進

【リスク低減】働き方のDX化

【ソフト対策】クールシェアの推進 「クールチョイスの推進」

【ソフト対策】熱中症等に対する救急救命能力

【ソフト対策】暑熱対策

【ソフト対策】エアコンの設置補助

【ソフト対策】屋上緑化・緑のカーテンの促進、都市緑地の整備 「緑化の推進」「都市全体の緑の創出及び保全」等

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）
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分野別適応策の方向性・施策例（国民生活・都市生活）３

影響評価まとめ（抜粋）

適応策の性質と方向性 主な施策例（広域圏市町村における関連施策より抜粋）

【普及啓発】災害リスクの普及啓発

【調査・研究】データ（生物季節）を観測、収集する

【情報提供】ハザードマップの更新

【生活様式】季節行事実施にあたって柔軟性をもたせる 「桜の開花のタイミングに合わせた観光振興策の実施」

【生活様式】災害時の（初動）マニュアルの作成

【計画・管理】蚊の発生環境（水たまり）を抑制

【計画・管理】災害弱者への対策、災害弱者の把握と支援

【リスク低減】働き方のDX化

【リスク低減】自助・共助の近助の体制づくり

【インフラ整備】河川堤防の整備

【広域・マルチセクター連携】廃棄物保管協定を検討する

分野 大項目 小項目 重大性 緊急性 優先

国民生活
・都市生活

都市インフラ・
ライフライン等

水道、交通等 ● ●

文化・歴史など
を感じる暮らし

生物季節、伝統行事
・地場産業等

▲ ▲

その他 暑熱による生活への影響 ● ●

◆ 研究会ワークショップで取りまとめた「インパクトチェーン」と適応策の方向性・施策例（抜粋）
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こおりやま広域圏気候変動適応策指針の活用（案）

３
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本指針の活用について（「地域気候変動適応計画」策定）4

後述の手順①②により、地域性を考慮した「地域気候変動適応計画」の策定と適応策の推進につなげる

◆ 本指針を活用した（各市町村における）「地域気候変動適応計画」策定手順

① 各市町村において、気候変動影響の重大性等（前述）の確認・再評価の実施

② 本指針を活用し、地域性を考慮した適応策の決定

＜ 参考 ＞ 気候変動適応法（2018年12月施行）概要 出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）

＜気候変動適応法 第12条＞

全ての市町村において
計画策定が努力義務
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手順①：気候変動影響の重大性等の確認・再評価３

◆「指針」において、広域圏における気候変動影響の重大性・緊急性等を整理（前述）

⇒ 本指針は、主に環境分野の職員を中心にまとめた内容であるため、各市町村において、必要に

応じて、関係部局等を交え、重大性・緊急性等の確認及び再評価を実施する。

※ 令和３年３月策定「郡山市気候変動対策総合戦略」P.22-24 （https://www.city.koriyama.lg.jp/material/files/group/47/strategy_all.pdf）

＜ 参考 ＞ 郡山市における気候変動影響の評価・予測（関係部局参加のワークショップ（後述）による取りまとめを基に作成）

主な内容（地域性等）

・猪苗代湖を中心と

する水環境・水資源

・水害

（洪水／内水被害）

・農業（特に水稲）

への影響

・新しい生活様式との

適合（熱中症等）

https://www.city.koriyama.lg.jp/material/files/group/47/strategy_all.pdf
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手順②：各市町村における適応策の決定【集約・明文化】３

◆「指針」において、広域圏における適応策の方向性や施策例等を整理（前述）

⇒ 本指針でまとめられた適応策の方向性等を参考に、各市町村において地域性を考慮した適応策

（具体的な対策・施策）を決定する。

※ 令和３年３月策定「郡山市気候変動対策総合戦略」P.52-57 （https://www.city.koriyama.lg.jp/material/files/group/47/strategy_all.pdf）

「健康分野」におけるインパクトチェーン

（庁内ワークショップにおける成果物）

＜庁内ワークショップ（C班）構成員＞

セーフコミュニティ課、保健福祉総務課、健康長寿課、保健所地域保健課、
こども未来課、総合交通政策課、学校管理課、（環境政策課）

〇 外力：気温上昇 ⇒ 〇影響：熱中症の発生

↑

〇 脆弱性：熱中症への知識・理解不足

↑

【対策・施策（例）】

防災無線やウェブサイトを活用した情報発信

（世代・職業別の啓発）

＜ 参考 ＞ 郡山市における「健康分野」の適応策（関係部局参加のワークショップ（後述）による取りまとめを基に作成）

https://www.city.koriyama.lg.jp/material/files/group/47/strategy_all.pdf
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＜参考＞郡山市における計画策定に向けた取組み4

○ 「気候変動適応ワーキンググループ」による計画策定に向けた検討（令和２年度）

⇒ 「こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会」の成果等を活用し、ワークショップ等を実施

◆ 気候変動適応ワーキンググループ（目的／構成員）

【目的】

「地域気候変動適応計画」の策定に向け、適応策についての調査及び検討を行う

※「郡山市地球温暖化対策推進本部」における幹事会（課長級）の下部組織として設置

【構成員】

・Ａ班（分野：①水環境・水資源／②自然生態系・自然災害を担当）

環境政策課、環境保全センター、防災危機管理課、政策開発課、

河川課、都市政策課、上下水道局経営管理課

・Ｂ班（分野：①農林・水産業／②産業･経済活動を担当）

農業政策課、園芸畜産振興課、林業振興課、農業委員会事務局、

産業政策課、観光課、産業創出課、（環境政策課）

・Ｃ班（分野：①健康／②国民生活を担当）

セーフコミュニティ課、保健福祉総務課、健康長寿課、保健所地域保健課、

こども未来課、総合交通政策課、学校管理課、（環境政策課）

※ 各課の課長補佐～係長級の職員で構成
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＜参考＞郡山市における計画策定に向けた取組み4

適応策の整理・検討結果を取りまとめ、「地域気候変動適応計画」を策定（令和３年３月）

日時 内容

第１回 ７月３日 ＜講義＞

・気候変動に関する背景、福島県内での気候変動

・地域気候変動適応策の必要性について 等

第２回 ７月16日 ＜ワークショップ＞

・適応策の検討に向けた情報整理シートの確認

・分野①におけるインパクトチェーンの確認

（水環境・水資源／自然生態系・自然災害／農業・林業・水産業）

第３回 ８月５日 ＜ワークショップ＞

・分野①における適応策の整理・検討

・分野②におけるインパクトチェーンの確認
（産業・経済活動／健康／国民生活・都市生活）

第４回 ８月28日 ＜ワークショップ＞

・分野②における適応策の整理・検討

・全庁的な取組みの可能性の検討及びまとめ

◆ 令和２年度 こおりやま広域圏気候変動適応等推進研究会（スケジュール・内容）

【スケジュール・内容】

※ 講師・ファシリテーター：国立環境研究所 福島支部（現・福島地域研究協働拠点）地域環境創生研究室
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